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はしがき

本研究の主要な目的は次の基本問題：「n次元複素多様体Mの正

則自己同型群がn次元複素ユークリッド空間の正則自己同型群と，

位相群として同型ならば,Mはn次元複素ユークリッド空間に双

正則同値になるか？」を解決することであったが，この問題自体

は本研究期間中にロシアの数学者A.V.IsaevとN｡G.Kruzhilinによ

って解決されてしまった．しかし，この基本問題の解決を目指し

た研究過程で，複素解析学，微分幾何学，代数学，偏微分方程式

論等の関連諸分野の研究分担者の協力のもとで，多くの興味ある

新しい結果が得られたので報告する．

最後に，研究代表者とは異なる研究機関に所属する研究分担者

との研究連絡等に対して，当該補助金が極めて有用であり，研究

代表者が本研究の成果を得るに当たり大きな助けになったことを

ここに報告したいと思う．
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